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3.3 逆行列

定理 11-1 (教科書 P.52 定理 3.3)
n次正方行列Aに対し，次の 3つは同値．
(1) Aは正則 (2) rank A = n (3) Aは基本行列の積で表せる

定理の証明：(1) ⇒ (2), (2) ⇒ (3), (3) ⇒ (1)の順に示す．
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逆行列の求め方

n次正方行列Aが正則ならば，ある基本行列の積F によって FA = E，すなわちF = A−1となる
（定理 11-1の証明参照）．ここで，行列 (A E)に対して同じ行変形をすると，F (A E) = (FA F ) =
(E F )となる．よって F = A−1を求めるには，行列 (A E)に対してAの部分がEになるまで行
基本変形をすればよいことが分かる．

例 11-1：

(
1 1 −4
−2 2 7
−1 0 4

)
の逆行列を求めよ．

解答：
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